
インターネットセミナー・オンデマンド

インターネットでセミナー映像（一般経営、労務、経理、人材育成、パソコン研修）
がインターネット環境があれば何時でも何処でも好きなだけ視聴することができる
サービスです。

新潟商工会議所
ホームページへ
アクセス

バナーをクリック
ID・パスワードを
入力してログイン

会員
限定

ID・パスワードが
ご 不明の場 合は
こちらから再発行
できます▶

700タイトル以上のセミナーが無料でご覧いただけます。

今月のおすすめ 【お問合せ】　中小企業振興部　TEL 025-290-4212（直通）

\ 従業員の方々も!! /

新潟市中央区西堀通6-878-1 西堀７番館ビル３Ｆ
電話（025）201-6113　http://www.nipy.jp/

公益財団法人
新潟市勤労者福祉サービスセンター

新潟市が出資している法人です。
従業員１人当たり月800円で、充実した福利厚生を実現 ！

主な事業：慶弔給付、
　　　　　健康維持増進、
　　　　　自己啓発援助、
　　　　　余暇活動援助ほか

詳しいサービス内容はインターネットで

ニピイ 検索

会員募集中！

会社の福利厚生を応援します

https://guts-rentacar.com/
新潟市中央区明石 1-2-10 コーポ明石１F
ＴＥＬ：025-256-8520  ＦＡＸ：025-256-8325

新潟駅前店

ガッツレンタカー

買うより借りる
ガッツでしょ！

メンテナンス不要・保険付き・税込
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川上思考、川下思考のすすめ

　「明日は千葉で田植えです」。打ち合わせをして
いた高島屋の和菓子バイヤーさんがそう言うので
事情を聞くと、同じ部署の人たちと交代で毎年田
植えに参加しているとのこと。そこで育てたもち
米は老舗の和菓子屋さんに納入され、それを原材
料につくられた和菓子が高島屋で販売されている
そうです。普段、和菓子を売る立場の人が、原材
料づくりの第一歩から体験することで、商品に対
する知識が深まり愛着も湧きます。こうした経験
に基づいて、商品やその原材料をつくってくれる
人への感謝の気持ちを持って販売に臨めるといい
ます。
　中国の故事成句「飲水思源」とは、受けた恩や
物事の基本を忘れないという意味ですが、まさに
それを地で行くようなエピソードだと思いました。
　小売業やサービス業など直接お客さんに接する
業態では、こうした考えで生産者さんを訪ねたり、
自らものづくりを経験したりする例はたくさんあ
ります。特に食品で顕著ですが、スーパーやコン
ビニだけでなくどんな売り場でも、消費者は手に
取った商品をひっくり返して原材料や生産地、生
産事業者を確認します。それだけ商品の上流をさ
かのぼるトレーサビリティーに対する要求を持つ
消費者が多いということです。
　一方で、食品の分野でも普段消費者と接するこ
とのないBtoBの事業では、自社の製品をずっと
川下まで追いかけて行く例は少ないような気がし
ます。最終的にどこへ行くのか把握できないケー
スも多いためです。
　和歌山の梅農家でこのような話を聞きました。

そこで出荷される梅を使った梅酒はとても人気が
高く、シンガポールや香港など海外でも売られて
います。国内向けには高品質のブランドとして売
られる梅酒に使われていますが、海外市場ではディ
スカウントショップのルートを通じて、格安の梅
酒という位置付けで売られていたそうです。
　これは、海外向けの梅酒製造を手掛けるメーカー
向けに原材料を卸している商社が、まとまった量
を安く仕入れて、特に高品質というブランディン
グもしないまま酒造メーカーに売ったためです。
生産者としてはいったん商社に売ってしまったら、
その先はどうなっているか知ることも、コントロー
ルすることもできません。つくり手としては、本
来どのチャンネル、どの地域でも高級な原材料と
いうブランドを確立したいのです。
　近年、地方発のものづくりでは、従来BtoB向
けのビジネスしか手掛けてこなかった事業者が、
消費者向けの商品に進出する例が増えています。
農業や水産、畜産でいえば生産者が原材料を加工
して商品をつくる、いわゆる「６次化」もその流
れの一つです。６次化をうたう商品が多くのケー
スでうまくいかないのは、消費者の感じる価値と
価格の関係を、生産者がよく理解できていないこ
とが原因の一つではないかと思います。
　原材料の生産から加工、製造、販売とさまざま
な立場があります。時には自分のビジネスの上流
や下流を徹底的にたどることで、価値の発生源を
再確認してはいかがでしょう。
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◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経BP総合研究所 上席研究員。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。
全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を実施。
消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生む　逆
算発想のものづくり』（日経BP社）。


